
 

学 校 名 等 神戸町立南平野小学校 

実 施 日 時 ○夏休み：平成 30年 8月 11日～8月 17日の 7日間 

○冬休み：平成 30年 12月 29日～平成 31年 1月 4日の 7日間 

会 場 各家庭 

参 加 人 数 全児童とその保護者及び家庭 

学習課題（分野） ハグ＆サンキュー週間 

運営者の願い 

毎年恒例の『ハグ週間』に今年度は『サンキュー週間』を追加しました。ハグ

（ハイタッチ）をすることで、親子や家族のスキンシップができ、そこから会話が生

まれます。また、「ありがとう」を言うことで笑顔が生まれます。 

家族の絆のあたたかさ、お互いへの感謝の気持ちの大切さを感じてもらえれ

ばと思い実践しました。 

学 習 の 内 容 

＜ 『ハグ＆サンキュー週間』の進め方 ＞ 

 ○実施期間／平成 30年 8月 11日（土）～平成 30年 8月 17日（金） 

       平成 30年 12月 29日（土）～平成 31年 1月 4日（金） 

 ○内  容／期間中、一日一回は「ハグ」や「ハイタッチ」をする。 

また、感謝の気持ちを込めて「ありがとう」を声に出し伝える。 

 ○結果報告／実践カードを記入し、学校に提出。後日集計し結果を報告。 

 

＜ 結果集計 ＞  

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 累計 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 累計
アンケート枚数 19 30 24 30 19 28 150 アンケート枚数 22 30 25 32 20 29 158

117 187 144 167 118 155 888 141 183 131 203 128 181 967
88.0% 89.0% 85.7% 79.5% 88.7% 79.1% 84.6% 91.6% 87.1% 74.9% 90.6% 91.4% 89.2% 87.4%

126 190 148 197 122 181 964 143 180 152 191 131 174 971
94.7% 90.5% 88.1% 93.8% 91.7% 92.3% 91.8% 92.9% 85.7% 86.9% 85.3% 93.6% 85.7% 87.8%

ありがとうが言えた

ハグ･ハイタッチ
ができた

ありがとうが言えた

ハグ･ハイタッチ
ができた

　●夏休み（H30.8.11～H30.8.17） 　●冬休み（H30.12.29～H31.1.4）

 

・夏は全学年が、「ありがとう」より「ハグ・ハイタッチ」の実施率が高かったが、冬は「あ

りがとう」への取り組みも増え、「ハグ・ハイタッチ」と同じ割合結果となった。 

・高学年になると恥ずかしいさもあるためか「ありがとう」のことばが少ない。 

 

＜ 子供の感想 ＞ 

・「ありがとう」はすてきなことばだと思った。 

・ハグ＆サンキュー週間をして、笑顔になりました。やさしい気持ちにもなりました。 

・「ありがとう」を伝えるいい機会だったのでこれからは日頃から伝えたい。 

・「ありがとう」と言うと、「どういたしまして」と返ってくるので、うれし 

かったです。 

・このキャンペーンで家族と仲良くできるようになりました。 

・感謝の気持ちを言葉で伝える大切さを感じました。 

・親のほうからハグやハイタッチをしてくれた時はうれしかったです。 

 

＜ 保護者の感想 ＞ 

・毎日、何かをするたび「ありがとう」と言ってくれます。とても優しい子に成長したな 

と思いました。 

・ケンカの後も、『ハグ週間』のおかげで仲直りができました。 

・だんだん成長すると、ハグをしなくなるのかと思うと、今を大切にしてい 

きたいです。 

・照れくさそうな顔をしていましたが喜んでいるのが伝わってきました。 

・ハグをした事で、身体の大きさにビックリしました。日々成長しているん 

だなぁ～とうれしい気持ちになりました。 

・冬休みは家族が揃うので家中に「ありがとう」の言葉が一杯であたたかい 

お正月になりました。 

 

《進め方の工夫》 

☆誰でも簡単に取り組め

る内容である。 

☆家族が揃い実施しやす

い様、夏は「お盆」、冬

は「お正月」を期間に

取り入れた。 

☆実践カードは簡単に記 

入できる様式とした。 

 

在宅取組型（小学校） 

《絆づくり》 

毎年恒例となっていた

『ハグ週間』に『サンキ

ュー週間』を追加し、家

庭内の体と心のコミュニ

ケーションの大切さや素

晴らしさを実感してもら

える取り組み内容にする

ことができた。 

 

 

 


